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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月25日(2016.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電動機本体と、
　前記電動機本体の出力軸に連結されて、前後方向に往復動するようになり、その一端部
に前記電動機本体の前記出力軸とねじ結合されるねじ山が形成され、他端部に第１締結孔
が形成されたリードスクリューと、
　前記リードスクリューの他端部を収容する結合部が形成され、前記リードスクリューの
前記第１締結孔に対して互いに連通可能な結合位置に形成された第２締結孔を有するボー
ル状のジョイント部材と、
　前記リードスクリューとボール状の前記ジョイント部材とを結合するように前記第１締
結孔及び前記第２締結孔を貫通する結合部材と、を含み、
　前記ジョイント部材は、前記第２締結孔が形成された位置で熱融着により変形されて前
記結合部材が前記結合位置から離脱されることを防止することを特徴とする、リードスク
リューを有する電動機。
【請求項２】
　前記リードスクリューとボール状の前記ジョイント部材との前記結合位置に前記第１締
結孔及び前記第２締結孔が形成されることを特徴とする、請求項１に記載のリードスクリ
ューを有する電動機。
【請求項３】
　前記第２締結孔は、
　前記ジョイント部材の熱融着時に閉鎖されることを特徴とする、請求項２に記載のリー
ドスクリューを有する電動機。
【請求項４】
　前記結合部材は、
　前記リードスクリューの径より大きく、前記ジョイント部材の径よりは小さい長さを有
することを特徴とする、請求項１に記載のリードスクリューを有する電動機。
【請求項５】
　前記結合部材は、
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　チューブ状の弾性ピンで設けられることを特徴とする、請求項１に記載のリードスクリ
ューを有する電動機。
【請求項６】
　前記結合部材は、
　金属材質で形成されることを特徴とする、請求項５に記載のリードスクリューを有する
電動機。
【請求項７】
　前記リードスクリューは、
　前記電動機本体の出力軸にねじ結合されることを特徴とする、請求項１に記載のリード
スクリューを有する電動機。
【請求項８】
　前記電動機本体は知能型ステッピングモータ（ＩＳＭ）が備えられたことを特徴とする
、請求項１に記載のリードスクリューを有する電動機。
【請求項９】
　前記結合部材の両端部は前記結合位置から前記リードスクリューの前記第１締結孔の外
部に突出されることを特徴とする、請求項４に記載のリードスクリューを有する電動機。
【請求項１０】
　前記結合部材の突出部位は前記ジョイント部材の前記第２締結孔の内側に位置されたこ
とを特徴とする、請求項９に記載のリードスクリューを有する電動機。
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